
● 新年のごあいさつ（沖縄県労働基準協会会長）　
● 新年のごあいさつ（沖縄労働局長）
● 新年のごあいさつ（那覇・中部・北部・宮古・八重山支部長）
● 新年のごあいさつ（那覇・沖縄・名護・宮古・八重山労働基準監督署長）
● 那覇支部通信（安全衛生研修会、安全衛生部会を開催）
● 沖縄労働局から

①令和 3 年の監督指導等の実施状況について
②令和 4 年労働災害・死亡災害発生状況（11 月末現在）

● 令和 5 年度講習「受講予約受付開始日」について
● 講習会のご案内（令和 5 年 2 月分）
● 新規加入事業場のご紹介（令和 4 年 11 月 16 日～ 12 月 15 日）　

主
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容
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新年のあいさつ新年のあいさつ

新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
会員の皆様には、当協会の業務運営につきまして、

日頃から格別のご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し
上げます。また、当協会の講習会等を受講いただい
た皆様にも心よりお礼申し上げます。

新型コロナウイルス感染症については、社会経済
活動をできる限り維持しながら、効果が高いと見込
まれる対策を機動的・重点的に取り組むことにより、
安定的な社会経済活動を取り戻しつつあります。

当協会においても、講習会はほぼ計画どおりに開
催し、沖縄県産業安全衛生大会も 3 年ぶりに参加
者が参集しての開催とするなど安全衛生活動行事等
も大分従来どおりに実施しております。

さて、県内の労働者の安全と健康を取り巻く状況
をみますと、労働災害は近年増加傾向にあり、昨年
も、新型コロナウイルス感染症の罹患も含め労働災
害は増加傾向に歯止めがかかっていない状況にあり
ます。また、定期健康診断実施結果における有所見
率も残念ながら 11 年連続全国最下位となり、全国
平均値との差も広がり、不名誉な状況が続いており
ます。

このような状況を改善するためには、各事業場の
実態に即した感染予防対策の徹底と継続、災害で最
も多い転倒災害を減少させるための「ＳＴＯＰ！転
倒災害防止プロジェクト」の推進、増加している高
年齢者の災害防止として働く高年齢者の特性に配慮
したエイジフレンドリーな職場づくりを推進する必
要があります。また、沖縄長寿復活の鍵でもある働

き盛り世代の健康改善には「うちなー健康経営」を
宣言して、労働者の健康増進に取り組む必要があり
ます。

新型コロナウイルス感染症、少子高齢化社会、人
手不足、円安、エネルギーや資源の高騰等、社会情
勢は厳しいものがありますが、いかなる状況下でも
働く人の命と健康の確保は何よりも大切なものであ
り、各事業場におかれましては、社会情勢の変化等
に対応し、安全で健康に働くことが持続可能な職場
の実現に向け、労使一体となって、安全衛生活動を
より一層充実させる必要があります。

当協会は、県内事業場が社会情勢の変化等に対応
し、安全で健康に働くことが持続可能な職場づくり
の一助となるよう、会員事業場のニーズに沿った技
能講習等の各種講習会を的確に開催するとともに時
代の変化に対応し得る情報の提供等を行っていきま
す。また、沖縄労働局及び各労働基準監督署等との
連携を密にして安全衛生大会等を開催するとともに
各支部の安全衛生部会の活動等を通じて沖縄県内の
安全衛生水準の向上に努めて参りますので、引き続
きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

結びに、県内事業場の皆様が、コロナ禍、円安、
資源・エネルギー高騰等を乗り越え、希望に満ちた
一年になることを祈念申し上げて、年頭のご挨拶と
いたします。

ご安全に！！

一般社団法人沖縄県労働基準協会

会　長 古波津　昇
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明けましておめでとうございます。
旧年中は労働行政の運営につきまして、格別の御

理解、御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。また、
貴協会並びに会員の皆様には、日頃より職場環境や
労働条件の改善、労働災害の防止等に真摯に取り組
んでおられることに心から敬意を表します。

昨年は、特に７月以降で県内観光が回復するとと
もに経済活動が活発になり、有効求人倍率が１倍を
超えるなど雇用情勢は改善が続き、業種によっては
人手不足が生じる状況となりました。

コロナ禍では、感染症の影響を受けた事業主や労
働者に対し、雇用の維持、再就職支援など様々な支
援に取り組んで参りましたが、今後はポストコロナ
を見据え、安心・安全な職場環境の実現に向けた取
組を積極的にすすめていく所存でございます。

沖縄県内の職場環境につきましては、労働災害の
うち死亡災害は減少しているものの、転倒や腰痛な
ど休業災害が増加しております。また、健康診断に
おける有所見率が上昇しており、これらの改善が重
要となっております。

沖縄労働局としましては、引き続き、死亡災害の
撲滅、事故の型に応じた休業災害の防止、「うちなー
健康経営宣言」事業場の拡大等に取り組んで参りま
すので、皆様におかれましても御協力を賜りたくお
願い申し上げます。

労働者の安全と健康の確保は安定的な事業運営に
も不可欠なものです。一人の被災者も発生させない
という決意の下、事業者及び労働者が共に安全衛生

意識を高め、自主的な安全衛生活動に取り組んでい
けるよう、さらなる御尽力を賜りたくお願い申し上
げます。

また、令和６年度からは、働き方改革の一環とし
て、自動車運転の業務、建設事業、医師、製糖業に
つきましても「時間外労働の上限規制」が適用され
ることとなっており、あわせて、人材を確保するに
は「労働条件の改善」「ワークライフバランスの推進」
など、生産性の向上に向けた取組が一層求められて
おります。

沖縄労働局としまして、労働災害の防止はもとよ
り働き方改革の支援についても地域の労働基準監督
署やハローワークと一丸となって、皆様の取組を支
援して参りたいと考えております。

本年も貴協会の益々の御発展と会員皆様の御健
勝・御安全を心より祈念いたしまして、新年の御挨
拶とさせていただきます。

沖縄労働局
　
局　長 西川　昌登

沖縄労働局　幹部職員
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新年あけましておめでとうございます。
会員の皆様方には、穏やかな新春をお迎えのことと謹

んでお慶び中し上げます。
旧年中は支部運営につきまして、那覇労働基準監督署

をはじめ、関係行政機関や協会本部及び各団体等のご指
導、並びに会員事業場の皆様のご理解・ご協力を賜り心
よりお礼申し上げます。

未だ新型コロナウイルス感染症の動向は予断を許さな
い状況ですが、昨年はワクチン接種や新たな生活様式へ
の適応など、前向きな変化があった一年でもありました。

会貝の皆様におかれましては、急激な感染拡大の抑制
と社会・経済活動の両立にご心労された一年であったか
と存じます。

当支部においても、感染対策を徹底したうえで、3 年
ぶりに安全管理推進大会や労働衛生管理推進大会を開催
し、安全衛生部会の活動も徐々に再開いたしました。

毎年 2 月に開催しておりました「日帰りバスツアー」
につきましては、諸事情により本年も中止することとな
りましたが、その代替として、沖縄県の有所見率全国ワー
スト１からの改善を目指して「休験型食育セミナー」を
開催いたします。会員事業場の皆様の健康づくりにお役

立ていただけますと幸いです。ぜひ多くの皆様のご参加
をお待ちしております。

昨今の新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、
改めて働く人の安全や健康が注目されています。従業員
の心身の健康維持・向上を図るためには、長時間労働な
どの過重労働の防止や、メンタルヘルスを含めた健康管
理の徹底が重要であると思います。

そして本年は、そのような安全で快適な職場づくりの
中で生まれた柔軟な働き方を、生産性の向上や事業革新
に結び付けていきたい年でもあります。

本年も、関係行政機関との連携をさらに強化し、時代
の変化に対応した有益な情報を会員の皆様へ提供すると
ともに、「労働災害ゼロ」にお力添えできるよう、支部
役職員一丸となって取り組む所存でございます。

皆様方の変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

結びに、会員事業場のますますのご発展と、皆様方の
健康と安全を心より祈念し、新年の挨拶とさせていただ
きます。

新年明けましておめでとうございます。
旧年中は労働基準行政の業務運営に格別の御理解、御

協力を賜りましたことに対し厚く御礼申し上げます。
昨年は労働安全衛生法が昭和４７年に制定されちょう

ど５０年となる節目の年でした。県内においてもピーク
となった昭和４８年には「死亡災害３６人」という状況
があり、そこから様々な労働災害防止対策を展開し、産
業界だけでなく、世間一般にも安全衛生の意識が徐々に
高まったことで死亡災害は大きく減少に転じ、「労働者
の安全が何よりも最優先される」労働安全衛生法の意義
が認められてきたものと思います。

しかしながら、休業４日以上の労働災害は近年増加傾
向に転じており、一歩間違えば重篤になるケースもまだ
まだ多く見られます。また、“新型コロナウイルス感染症”
は残念ながら未だ終息とならず、「ウィズコロナ」で経

済活動を展開していく難しい時代はしばらく続くことと
なります。

今年は「第１４次労働災害防止計画」が策定される年
となり、「止まらない転倒災害の発生」「高年齢者の労働
災害の増加」「働く世代の健康状況の悪化」「メンタルヘ
ルス対策」など課題は山積みではありますが、私ども労
働基準監督署職員も一眼となって各種施策に取り組んで
参りますので、引き続き旧年同様の御理解御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

結びに、貴協会の今後益々の発展と会員の皆様の御健
勝を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただき
ます。

署　長 嘉 数　 剛

那覇労働基準監督署

支部長 與儀　盛輝

（一社）沖縄県労働基準協会
那覇支部

本部・那覇支部職員

那覇労働基準監督署職員
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新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては希望に満ちた新年を迎えられた

こととお慶び申し上げます。
旧年中は支部運営につきまして沖縄労働基準監督署を

はじめ、関係行政機関や関係団体及び協会本部のご指導、
並びに会員の皆様のご協力とご支援を賜り厚く御礼申し
上げます。

さて、昨年を振り返りますと、これまで先の見えな
かった新型コロナウイルスの感染拡大が落ち着きを見
せ、県内への観光が回復基調となっております。また
外国人観光客の入国制限措置も段階的に緩和されるこ
とから、インバウンド需要の拡大も期待されておりま
す。当支部におきましても３年ぶりに地区安全管理推進
大会や労働衛生管理推進大会を開催することが出来まし
た。また、11 月には地区の会員の皆様の健康づくりに
お役立ていただけるよう「健康づくりのためのウォーク
ラリー大会」を開催し久しぶりに異業種で交流する事が
出来ました。支部安全衛生部会においては 2 月に沖縄
労働基準監督署長をお招きし、法令勉強会を計画中であ

り、コロナ禍以前の状態に戻りつつあります。
今年の干支である癸卯（みずのとう）は「これまでの

努力が花開き、実り始める」といった、「飛躍」や「向上」
が表された縁起のよい年であります。

当支部といたしましては、関係行政機関のご指導と会
員の皆様のご支援、ご協力をいただき、支部活動の更な
る充実を目指し、支部職員一丸となり取り組んでまいり
ます。

最後になりますが、皆様のご繁栄とご健勝、並びに各
職場の無事故、無災害を祈念いたしまして、新年の挨拶
とさせていただきます。
「ご安全に！」

支部長 金 城　 稔

（一社）沖縄県労働基準協会
中部支部
　

新年あけましておめでとうございます。沖縄県労働基
準協会並びに会員の皆様には労働基準監督署の行政運営
に格別なる御理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げま
す。

振り返りますと、昨年は、新型コロナウイルス感染症
による行動自粛や物流の混乱が続き、そのうえウクライ
ナ・ロシアで起きている問題が国際情勢を緊迫化させ、
円安の進展も相まって経済が不確実なものとなり、企業
活動に多大な影響が生じました。

このような中、監督署には、賃金不払、長時間労働、
賃金不払残業、解雇、パワーハラスメントなどの申告・
相談が多く寄せられ、また労働災害による死傷者数は復
帰以降最多の水準となり、さらに過重労働や精神疾患に
よる労災保険請求が増えております。

監督署としましては、本年もこれら課題に取り組むこ
ととなります。とりわけ、過重労働対策、災害多発業種
に対する安全衛生管理体制の強化、メンタルヘルスを含

む健康管理の充実を重点に置き、諸々の施策を進めてま
いりますが、課題の克服には、多くの方々の御協力がな
により必要です。

誰もが安心して安全で健康に働くことができる労働環
境の実現に向けて、全署員が心を新たにし、専心努力し
てまいる所存でありますので、労働基準行政への相変わ
らぬ御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、新型コロナウイルス感染症の早期終息とウク
ライナ・ロシアで起きている問題の平和的解決、貴協会
並びに会員の皆様にとりまして本年が明るい年になりま
すよう心より祈念しまして、新年の挨拶とさせていただ
きます。

署　長 比嘉　信和

沖縄労働基準監督署

事業部・中部支部職員

沖縄労働基準監督署職員
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新年あけましておめでとうございます。  
 旧年中、会員の皆様におかれましては、労働基準行

政につきまして、格別のご理解、ご協力を賜り、厚く御
礼申し上げます。  

昨年末は、新型コロナウイルス感染症の第 8 波と、
インフルエンザと同時流行するのではという可能性も懸
念される中、原油価格や物価高騰、ウイズコロナが定着
し、景況感も上向く中で、特に観光関連業界の人出不足
感の高まりなど、更なる悩ましい問題が持ち上がり、ま
だまだ厳しい状況ではあります。ただ、このような状況
下でも NAHA マラソンが３年ぶりに開催されたり、全
国旅行支援などの取り組みが行われたりと、コロナ以前
の生活を取り戻したい、という皆様の意識の変化が表面
化し始めたのではないかと思われます。  

このように、厳しくも、刻一刻と変化していく状況下
でも、労働災害防止へ日々取り組んでおられる、皆様一
人一人のご尽力に深く感謝するとともに、我々職員一同
もより迅速に真摯にご対応出来るよう取り組んでまいる

所存であります。  
今年の干支は「癸卯（みずのとう）」です。「癸卯」は

これまでの努力が実を結び、勢いよく成長し飛躍するよ
うな年になると言われています。今年は「癸卯」の干支
のとおり、ここ数年のコロナ禍における、皆様方の日ご
ろからの労働災害の防止などの取り組みが実を結び、無
事故・無災害を達成し、希望に満ちた飛躍の年になるこ
とを願っております。  

結びに、貴協会の益々のご発展と会員皆様のご健勝を
祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。 

明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては健やかに新年をお迎えのことと

お慶び申し上げます。
旧年中は、支部運営につきまして名護労働基準監督署

を始め、関係行政機関、関係団体等のご指導、協会本部、
会員の皆様の温かいご支援、ご協力を賜り新しい年を迎
えることができました。厚く御礼申し上げます。

昨年は絶対安心と信じてきた価値観が大きく揺らがさ
れ、物価高騰など企業努力が求められる大変な一年でし
たが、その一方、ワクチンの開発や治療薬の承認などに
より少しずつ日常を取り戻すことができた一年でした。

昨年の北部支部では、依然高止まり傾向にある労働災
害の減少を目的に「北部地区安全管理推進大会」、11 年
連続有所見率全国ワーストの現状を打破し、笑顔あふれ
る健康職場の実現に向け「北部地区労働衛生管理推進大
会」を、新型コロナウィルス感染予防対策を行った上で、
3 年ぶりに開催することができました。様々な環境の変
化に対応しながら、安全衛生意識の高揚に大きな前進に

なったと思います。
新年を迎え、当支部としましては、労働者の安全を第

一に考え、職場の安全と健康を確保するため、労使一丸
となり安全衛生活動を推進し、災害のない職場環境を整
えるためにも、関係行政機関との連携を取り、協会本部
並びに各支部、会員の皆様のご支援ご協力を得て、支部
活動の実施に取り組みたいと思います。

最後になりますが、皆様のご繁栄とご健勝、並びに各
職場の無事故、無災害を祈念しまして、新年の挨拶とい
たします。

署　長 川満　秀明

名護労働基準監督署
　

支部長 安富　辰也

（一社）沖縄県労働基準協会
北部支部
　

名護労働基準監督署職員

北部支部職員
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新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様には輝かしい新年をお迎えの事とお慶び申

し上げます。
旧年中は宮古労働基準監督署をはじめ関係各機関の皆

様のご指導ご協力のもとで一年を過ごすことができまし
た。心から感謝申し上げます。

世界を見ればロシアのウクライナに対する軍事侵攻
が世界中の経済に打撃を与えています。毎日の惨劇の
ニュースに心を痛めており一日も早い戦争の終わりを願
うばかりです。

宮古支部のほうでは新型コロナ感染症の影響で執り行
うことが困難な状況で中止せざるを得なかった各大会の
中で衛生大会は何とか開催にこぎつけることができまし
た。また関連イベントのビーチクリーンも大勢の参加者
の皆様の協力をいただき無事に開催できました。ありが
とうございました。現在は観光客が増えつつありますが
今年はさらにクルーズ船も再開するとのことです。観光
関連のほか各産業に好影響が見込めるものと思います。

建設業は相変わらず人手不足感が大きく現場での事故が
増えないか心配されます。

新型コロナ感染症の影響は収束に向かっているかに見
えますが、油断はできません。感染症対策はまだまだ徹
底してまいりましょう。リモートワークで業務を行うこ
とで健康上の課題も見えてきているようです。職場ぐる
みで運動不足に取り組み健康な毎日を過ごしたいもので
す。

さて、今年はウサギ年です。公私ともに大きく飛躍し
たいものです。

結びになりましたが会員の皆様のご健勝を祈念申し上
げご挨拶といたします。

支部長 上里　明通

（一社）沖縄県労働基準協会
宮古支部
　

新年あけましておめでとうございます。
旧年中は労働基準行政の運営につきまして、格別のご

理解、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
宮古地区の情勢について、新型コロナウイルス感染症

が収束しない中、昨年上半期（４月～９月）の宮古島市
への入域観光客数は３７万人と前年同期比で１６万人増
加するなど観光客が戻りつつあり、大規模ショッピング
センターが昨年６月に開店、伊良部島で１７エンドマラ
ソンが昨年１１月に開催されました。建設需要も引き続
き順調で、各種公共工事、リゾートホテル建設工事が多
数施工されています。

しかし、昨年の宮古署管内の休業４日以上の労働災害
は大幅に増加しており、特に建設業、第三次産業（保健
衛生業、ビルメンテナンス業）で多く発生し、建設業で
は墜落・転落災害、第三次産業では転倒災害が多い傾向
がありますので、皆様には業種や職種に応じた労働災害
防止の取り組みを継続的にお願い申し上げます。

また、宮古地区でも長時間労働となっている労働者が

増えています。法定労働条件確保や健康確保対策も重要
であり、当署でも各種説明会等で働き方改革関連法やメ
ンタルヘルス対策の周知に努めていきますので、法令の
理解にも努めていただきますようお願い申し上げます。

結びに、貴協会の益々のご発展と、会員の皆様方のご
健勝、無事故・無災害を祈念いたしまして、新年の挨拶
とさせていただきます。

署　長 津田　太郎

宮古労働基準監督署

宮古支部職員

宮古労働基準監督署職員
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那覇支部
通信

明けましておめでとうございます。皆様におかれまし
ては、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げま
す。

旧年中は関係行政機関、会員事業場の皆様のご協力を
賜り、心から感謝申し上げます。職場において日頃から
働く方々の健康と安全の確保、快適な職場環境づくりに
熱心に取り組んでおられる皆様に敬意を表します。

新型コロナウイルス感染症との闘いは三年目を迎えま
した。この間、

健康を害された方々に心からお見舞い申し上げます。
コロナ禍の不自由な状況下で労働災害も増加に転じ、ま
た、仕事や職業生活に関する不安、悩み又はストレスを
感じる労働者が多く、さらに、コロナ禍での働き方の変
化の影響についても注視していく必要があります。

特に、近年は勤労者の高齢化により、人手不足による
人材確保が厳しい状況にあります。また、サービス産業
の進展等、就業構造が変化する中、労働災害が増加傾向
にあり、なお一層勤労者が安全でかつ快適に働くことの
できる職場作りに取り組んでいかなければならないと考

えます。
また、コロナ感染症蔓延防止の行動制限が徐々に緩和

され、社会・経済活動が動きだしているように思います。
日常生活の物価の高騰、円高、エネルギー資源の物価高
騰等、社会情勢は厳しいものがありますが、変化に対応
し、勤労者の安全と健康の確保を推進するためには企業
の経営者をはじめ、広く関係各位のご理解とご協力が不
可欠です。従来に増した安全衛生活動の取り組みをして
頂きますようお願い申し上げます。

結びに、皆様方のご健康とご安全を心よりお祈り申し
上げ、本年もよろしくお願いいたします。

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
旧年中、貴協会並びに会員の皆様におかれましては、

労働基準行政へのご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。

さて、昨年は、コロナ禍による行動制限が緩和され、
誰もが自粛生活から解放され自由に行き交うことができ
るようになり、八重山圏域における入域観光客数が増加
し、中止となっていた行事も再開される等、経済の回復
を予感させる年となりました。

当署においては、休業４日以上の労働災害の減少を
目標に掲げ、可能な施策の取り組みを図ってまいりまし
たが、死亡災害はゼロだったものの、休業４日以上の労
働災害は僅かに増加（本原稿執筆時）する結果となりま
した。　

本年は、労働災害の減少や心身の健康状態の向上、
長時間労働の削減、法定労働条件の履行確保対策等、当
行政が取り組むべき課題は数多くありますが、会員皆様

のご協力を得ながら、少ない人数ではありますが、地道
に業務を推進して参りたいと思います。

最後になりますが、うさぎ年を迎えた本年は、新型
コロナウイルス感染症が終息し、持続可能な社会の実現
を達成する取り組みが前進する年となりますことを、ま
た、貴協会並びに会員各社の皆様におかれましても、益々
のご発展、ご健勝の年になりますよう祈念いたしまして
新年のごあいさつといたします。本年もどうぞ宜しくお
願い申し上げます。

支部長 宮良　博文

（一社）沖縄県労働基準協会
八重山支部
 　

署　長 上 原　 周

八重山労働基準監督署

八重山労働基準監督署職員

八重山支部職員
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危ないよ　　を掛け合い　安全確認
つなぐ 　で　つながる

2023 年 中災防年間標語

声
言葉 明日

那覇支部
通信

「令和４年度第２回 那覇支部安全衛生部会」
那覇支部安全衛生部会は、去る１１月２２日（火）に九州沖縄トラック研修会館にて開催し、10 月に福岡

市で開催された第８１回全国産業安全衛生大会の参加報告会を行いました。
３泊４日コースで参加された上間修二郎部会長（金秀鋼材（株）安全衛生担当課長）からは、総合集会

や緑十字展の様子、３日目の見学先である「水素エネルギー製品研究試験センター」視察の報告等があり
ました。

嘉数勇二部会員（沖縄港運（株）安全衛生対策室 次長）からは「今回、初めて参加させて頂きました
が、沖縄からの参加者も多く、沖縄でもお会い出来ない方とも、名刺交換をし、お話しも聞けて、楽しい
交流が出来ました。分科会は、安全衛生教育分科会に参加し、安全教育の考え方、進め方など、発表を
聞けて勉強になりました。緑十字展では、こ
の保護具は港湾関係の仕事をしている私の職
場に最適だと思う関連器具が、沢山展示され
ており大変興味を持ちました。」旨のコメント
がありました。また、オブザーバーとして本部
会に参加した伊波裕子氏（（株）大城組安全衛
生管理室 衛生管理者）からは、「メンタルヘ
ルス・健康づくり・健康経営分科会で視聴し参
考となった事例を自社の健康経営の取組みに
役立てたい」とのコメントがありました。

「令和４年度 安全衛生研修会」
那覇支部は、１２月７日（木）にパシフィックホテル沖縄にて、那覇労働基準監督署の嘉数剛署長と渋谷

雄太安全衛生課長をお招きして「令和４年度 安全衛生研修会」を行い、那覇支部運営委員と那覇支部安
全衛生部会員１４名が参加しました。

仲西那覇副支部長の開会あいさつの後、嘉数那覇監督署長より「労働災害防止と環境問題　～ガーブ
川災害から考える～」と題しての講話が行われました。

嘉数那覇監督署長の講話では、『急な増水により４名もの死亡者を出した平成２１年のガーブ川災害。現
代の気象予報技術があれば命が救えたかもと思
える時もあります。しかし日々技術革新は進む
中でも、それを操るのは「人」である。この先
多くの技術が進歩しても基本に立ち返り日々の
安全衛生活動を継続していただきたい。』旨の
お話しがありました。

また、渋谷安全衛生課長からは、最近の労働
災害事例についての説明が行われ、参加者は資
料を参照しながら真剣に耳を傾けていました。
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　沖縄労働局（局長 西川昌登）は、令和3年に管内５つの労働基準監督署が実施した監督指導等
の実施状況について、以下のとおり取りまとめました。

令和 3 年の沖縄労働局管内における監督指導等の実施状況について
沖縄労働局から

引き続き、「改正労働基準法等に基づく長時間労働の是正及び過重労働による健康障害の防止」「改正労働基準
法等の周知徹底」を重点課題として、以下の取組みを徹底してまいります。
① 長時間労働などの情報が寄せられた事業場等への重点的な監督指導
② 「働き方改革関連法に関する説明会」の実施
③ 「労働時間相談・支援コーナー」など幅広くきめ細やかな周知

２ 申告により何らかの処理に着手した事業場数は
310 件（うち、監督実施事業場数は 252 件、違反
率 56.7％）。申告の内容別では、賃金不払が 228
件（違反率 47.8％）と最も多かった。

３ 労働基準関係法令違反により送検を行った件数
は、7 件であった。

令和 4年 11月 29日発表

添付資料及び詳細については、沖縄労働局のホームページをご参照ください。
なお、担当部署は、沖縄労働局 労働基準部 監督課（電話番号 098-868-4303）です。

～労働基準関係法令違反率 72.4％ 全国平均よりも4.2 ポイント高く～

【令和 3年監督指導等の実施状況のポイント】
１ 定期監督等を実施した事業場数は1,598 件。うち、

何らかの労働基準関係法令違反が認められた事業
場数は 1,157 件（違反率 72.4％）。主な業種別の
違反率は、製造業 81.1％、商業 73.6％。主な法
条文別の違反率は、安全基準（労働安全衛生法第
20 条～第 25 条）25.8％、健康診断（労働安全衛
生法第 66 条～第 66 条の 6）13.1％、割増賃金（労
働基準法第 37 条）10.6％。
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令和４年 業種別署別労働災害発生状況（11月末累計）

令和4年死亡災害発生状況（11月末現在）
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年・署別・局計等
業　　種

年・署別・局計等
業　　種

令和4年(11月末累計) 令和3年(11月末累計) 局計対令和3年比較
沖縄労働局

沖縄労働局

（規模別）

1 那 覇

2 那 覇

※労働者死傷病報告による。統計情報は今後の調査により修正される場合があります。

番号 所轄署 事故の型 起因物 業種別 発生時期 年齢 労働者数 発生状況

増減数（人）増減率（％）那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計 那覇 沖縄 名護 宮古 八重山 局計

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

小 売 業

接 客 娯 楽 業

旅 館・ ホ テ ル

飲 食 店

保 健 衛 生 業

社 会 福 祉 施 設

ビルメンテナンス業

そ の 他 の 産 業

全 産 業

製 造 業

食 料 品 製 造 業

鉱 業

建 設 業

土 木 工 事 業

建 築 工 事 業

交 通 運 輸 事 業

陸 上 貨 物 運 送 事 業

港 湾 荷 役 業

林 業

農 業、 畜 産・ 水 産 業

第三次産業（運輸を除く）

商 業

接 客 娯 楽 業

保 健 衛 生 業

ビルメンテナンス業

そ の 他 の 産 業

全 産 業

 4. 交通運輸事業は、鉄道・軌道・水運・航空業、道路旅客運送業を示す。
2. 被災者数の枠の左側（  ）は死亡者数で内数。  5. 陸上貨物運送事業は、道路貨物運送業、その他の運輸交通業及び港湾荷役業を除く貨物取扱業を示す。
3. ｢▽｣は減少を示す。  6. その他の業種は、金融広告業、映画・演劇業、通信業、教育研究、清掃・と畜（ﾋ ﾙ゙ﾒﾝ除く）、官公署、その他の事業を示す。

（注）1. 労働者死傷病報告により作成したもの。

その他の乗物 その他の事業 ３月中旬 60歳台以上 10～29 乗務していた飛行機が墜落したもの。交通事故（その他）

建築物、構築物 その他の小売業 ９月上旬 50歳台 1～9 エアコン設置の際に庇の上から約3.5ｍ下の地面に墜落したもの。墜落・転落

令和5年度講習『受講予約受付開始日』について令和5年度講習『受講予約受付開始日』について
「令和5年度 技能講習・その他安全衛生教育等実施計画表」につきましては、協会ホームページにおいて
12月15日（木）より公開しておりますが、受講予約受付開始日については、以下のとおりとさせていただきます。

どうぞご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げますどうぞご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます

①令和 4年度におけるキャンセル待ちについては、令和 4年度の講習に対してのみ有効です。令和 5年度の講習については、
　新たに受講申込をお願いします。
②受講を希望される際は、まずお電話にて各支部にお問い合わせください。
③受講申込及びキャンセル待ちについては、講習 1回において原則 1事業場 10名までとさせていただきます。

注意
事項

上半期（ 4月～9月） 講習：令和5年1月16日（月）13：00～

下半期（10月～3月） 講習：令和5年1月30日（月）13：00～
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項　目 講習名 実施日・実施会場 受講料等（テキスト代他全て込み）

事 業 部
（ 教 習 セ ン タ ー）
（098）979-7897

979-9975

那　 覇　 支　 部
（098）868-2831

869-1714

中　 部　 支　 部
（098）937-0162

937-0163

特定化学物質・四アルキル
鉛等作業主任者技能講習

2/2（木）～3（金）
沖縄産業支援センター1階大ホール（那覇市小禄） 13,380 円

フォークリフト運転技能講習
2/6（月）～10（金）　

 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）　

47,150 円

職長・安全衛生責任者教育 2/7（火）～8（水）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　16,350 円
非会員　21,850 円

安全衛生推進者養成講習 2/9（木）～10（金）
うるマルシェ２階（うるま市前原） 13,930 円

玉掛け技能講習
 2/13（月）～14（火）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 免除有　26,030 円

免除無　28,230 円 A班15（水）、B班16（木）、Ｃ班17（金）
教習センター（うるま市州崎）

乾燥設備作業主任者技能講習 2/15（水）～17（金）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬） 14,150 円

フルハーネス型墜落
制止用器具特別教育

2/21（火）
 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）

会　員　  9,090 円
非会員　12,390 円

自由研削といしの取替等の
業務に係る特別教育

2/22（水）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

会　員　  9,420 円
非会員　12,720 円

フォークリフト運転技能講習
2/27（月）～3/3（金）

 うるマルシェ２階（うるま市前原）
 教習センター（うるま市州崎）

47,150 円

酸素欠乏・硫化水素危険
作業主任者技能講習

 2/28（火）～3/1（水）
うるマルシェ２階（うるま市前原）

 A班3/2（木）、B班3（金）
沖縄市産業交流センター（沖縄市泡瀬）

17,010 円

宮 古 支 部
（0980）73-1455

73-6511

小型移動式クレーン
運転技能講習

2/1（水）～3（金）
 宮古建設会館
 先嶋建設（株）多目的広場

二科目免除　24,105 円
一科目免除　26,305 円

免除無　28,505 円

八 重 山 支 部
（0980）88-5355

88-5360
玉掛け技能講習

2/15（水）～17（金）
 ㈱紫電舎（2階会議室）
 石垣港南ぬ浜町ふ頭用地

免除有　26,030 円
免除無　28,230 円

各講習の日程表・受講申請書が必要な方・定員の確認は、各支部へお問い合わせください。
・受講予約者が定員に達している場合には、キャンセル待ちとなりますので、ご了承ください。

正しい知識で　職場を安全・健康に！

「安全衛生教育促進運動」
2022年12月1日▶2023年4月30日令和 5 年度

「安全衛生教育促進運動」
2022年12月1日▶2023年4月30日令和 5 年度

めんそ～れ
沖縄県

労働基準協会へ

発行所／ 一般社団法人 沖縄県労働基準協会
　　　　 〒900-0001 那覇市港町 2-5-23　TEL：098-868-2826　FAX：098-869-1714
発行人／ 会長  古波津 昇　定価／ 1 部 50 円（会員の購読料は会費の中に含む）

沖縄県労働基準協会だより

講習会のご案内講習会のご案内（令和5 年2 月分）（令和5 年2 月分）
各講習の日程表など詳細については、当協会ホームページにも掲載しております。

二次元バーコードからも
ご確認頂けます。

新規加入事業場のご紹介   (11月16日～12月15日）
協会支部名 事業場名 所　在　地

那 覇 支 部 ちな工務店 那覇市

中 部 支 部
株式会社山開発 沖縄市知花 4-13-1
株式会社松田組 読谷村字渡具知 67

※次の理事会にて承認予定


